
茸
狩
は
北
方
に
も
所
々
に
行
は
れ
､
叉
可
部
万
両
に
は

蓑
狩
.
栗
拾
以
な
ど
も
行
は
れ
る
｡

ス
キ
ー
場
は
西
方

及
び
北
方
に
あ
る
が
何
れ
も
禰
速

さ
に
過

ぎ
で
'
時
間

及
び
糞
用
の
鮎
か
ら
大
衆
向
と
在

っ
て
ゐ
な

い
｡

む

す

び

鹿
島
市
の
郊
外
は
来
北
西
の
三
万
両
に
於
て
夫
々
特

色
あ
る
嘉
観
を
量
し
て
ゐ
る
｡
東
方
は
職
工
の
供
給
地

小.･･･
館

名

乗

域
'
北
方
は
野
菜
の
供
給
地
域
､
肘
し
て
相
方
は
体
拳

地
域
た
る
の
色
彩
が
濃

い
の
で
あ
る
｡
叉
市
域
内
に
つ

い
y
lL玄
へ
ば
'
西
部
は
花
井
'
南
部
は
洗
薬
､
尭
部
は

大
工
場
の
分
布
が
著
し

い
.
而
し
て
か
-̂
る
相
違
は
何

れ
も
地
勢
･地
質
｡東
棟
等
の
徽
刺
在
朝
蓮
が
主
な
園
子

と
在
っ
て
働

い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
｡

小

葉

閏

亮

港

1
､
帥
令
雅
称
の
分
祁

2
'
グ
テ
の
怒
我
と
仰
糸
鋸
格
の
地
形
約
位
紋

3
､
糾
翁
光
満
の
分
封

4
'
結
語

1
､

舘

名

繋

塔

の
分
布

舘
の
学
を
用
S
た
架
鷺

は
東
北
に
多

い
｡
此
の
種

の
変
群
名
に
つ
い
て
は
.
柳
田
先
生
の
御
考
察
が
既
に

(1
)

鹿
-
､
我
々
の
間
然
す
る
所
で
は
な

い
の
で
あ
る
が
'

仰

名

米

終

筆
者
は
唯
其
の
分
布
に
つ
い
て
'
少
し
-
鼻
腔
的
ほ
見

さ

ノ
と
瓜
ふ
｡
舘
の
字
を

用S
光
栄
罫
は
､
閣
南
日
本

ほ
て
も
無

い
事
は
な

い
｡
豊
前
宇
佐
郡
の
騨
館
村
､
博

多

｡
長
崎
市
内
の
舘
内
な
る
町
名
は
央
で
あ
る
が
'
是

等
は
ク
ヮ
ソ
と
香
し
､
朝
鮮
に
多

い
飴
旦

･
飴
洞
の
場

合
と
を
の
教
生
意
味
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

二
三

三
七



地

球

節
二
十
六
番

丹
波
何
鹿
郡
の
川
村
に
舘
､
加
賀
の
手
取
川
扇
状
地
は

舘
畑
村
が
あ
る
が
'
典
は
タ
チ
と
訓
し

てゐ
る
｡
而
し

て
是
等
の
地
名
を
除
け
ば
館
は
ぞ
7
と

葡ま
れ
､
を

の

分
布
も
東
日
本
に
限
ら
れ
る
｡
但
し
舘
と
館
の
文
字
の

別
は
頗
る
暖
味
で
'
地
域
的
に
も
系
統
を
映
く
.
舘
の

埋
形
と
解
す
可
き
楯
は
､
羽
前
に
見
ら
れ
､
甲
府
盆
地

に
於
け
る
中
楯
､
伊
賀
盆
地
に
於
る
楯
岡
も
､
之
は
屈

す
と
瓜
は
れ
る
.
左
に
舘
･鮒
･楯
の
文
字
を
含
め
る
架

落
名
を
拾
錬
す
れ
ば
.
云
ふ
所
の
分
布
状
況
を
知
-
得

よ

う

0
北
脂
淀
(

経
路
)

随

炎

心
山

い

隣

前

羽

後

羽

前

2'-

LL

的
イ

九

･=-.打

代

越

錐

越

中

けnH
T,I

･eq=7:11r:11311

1 1 2 3 2 5 2 1 9 村

*
3 89 2 2 13 4 8 32 2 辞

典
10 3 9 1 4 41 3 19 ll 4 の

他

iIじ▲‖加越
･

下上武I:1下I-i伝伊伊汁班

節
二
舵

悲裂L.:JH川野
野成良級随班濃妙親政.:‖リ

]阿

二

㍍

2 5

1 4

1 1

1 1

1 4 11 1 1 1

肥

前

2=
此

前

(
手

許

資
料

の
不
足
に
よ
り
町
村
翁
･
大
串
名
以
外
に
は
'
含
ま
れ

.

な
い
地
名
も
多
少
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
)

而
し

て

'

そ
の

群
集
せ

る
地
方

は

､

陸
奥
轡
沿
岸
津

軽
平
野
南
部
･大
館
･横
手

骨
津
の
各
盆
地
を
敢
と
し
､

馬
油
･北
上
･阿
武
隈
の
各
河
谷

･
子
音
川
流
域
が
之
は



次
ぎ
､
北
陸
で
は
蒲
原
平
野
と
越
中
山
磯
部
を
革
げ
稗
.

要
す
る
に
本
朝
文
化
の
東
方
番
鹿
田
に
於
で
､
此
の
地

名
が
指
摘
さ
れ
る
事
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
.

2
､
夕
子
の
素
量
と
館
名
繋
藩
の
地
形
的
位
置

ク
チ
と
は
､
従
殊
の
解
輝
で
は
'
武
具
の

一
種
で
'

碑
じ
て
武
家
の
居
邸
を
意
味
す
る
と
云
ふ
O
館
を
タ
デ

と
讃
む
か
否
か
は
別
と
し
て
'
鎌
倉
武
士
の
居
館
名
は

光
鋸
に
も
散
見
し
､
未
開
に
多
-
の
｢

舘
｣
の
所
在
せ
し

事
は
察
知
し
得
る
｡
青
田
東
低
博
士
の
如
き
は
､
東
北

の
舘
名
栗
群
を
以
て
､
明
に
武
士
の
居
館

に
磯
焦
せ
る

7P
の
と
し
で
ゐ
ら
れ
る
が
､
例

へ
ば
'
佐
竹
氏
対
内
に

於
で
､
舘
は
卦
邑
の

一
格
式
で
'
其
の
領
主
む
舘
拝
チ

と
邪
し
.花
輪
毛

馬
内
の
町
旦

uh
利
以
後
末
々
館
と
桁

那(り1)

せ
ら
れ

LJ
｡
同
封
内
川
本
郡
入
寂
村
本
舘
の
如

き
は
延

蜜
元
年
多
幾
谷
(
佐
竹
家
臣
)
FE
山
田
正
右
衛
門

な
る
者

G;
(ec)

の
始
め
て
開

い
た
事
が
享
保
頃
の

藩に
見
え
､
或
は
現

悼
.
北
海
道
渡
島
園
に
散
在
せ
る
数
ケ
の
舘
名
栗
静
は
､

箱
舘
村
を
除

い
て
何
れ
も
甘
藩

(
捻
前
島
郷
帳
元
碓
十

三
年
)
に
見
え
ず
､
共
に
幕
末
兵
我
に
際
せ
る
記
念
物

仲

初

架

構

た
る
事
を
暗
示
し
て
ゐ
る
｡

か
る
が
故
は
'
武
士
居
邸

或
は
婁
盤
と
し
て
の
僻
秤
は

一
成
に
は
排
斥
97,れ
布
覆

い
｡タ

デ
が
低
温
地
に
臨
む
基
地
発
端
を
指
す
地
形
諦
で

あ
る
と
云
ふ
柳
田
先
生
の
御
高
説
は
'
我
々
の
唯
傾
聴

す
叩
き
の
み
で
あ
る
が
､
試
み
に
二

二
二
の
舘
名
衆
蕗

の
地
形
を
例
示
す
れ
ば
(
羽
後
閥
は
於
け
る
)

田
山
ノ
手
地
形

洪
積
基
地
上

河
岸
段
崖
上

海
成
段
丘
崖
上

関
析
扇
状
地

物

低
率
地
形

川
崖
下

徴
扇
状
地

氾
濫
脱

低
協
地

.

と
夜
か
､
先
づ
以
て
､

〓滋

大
館
町

山
館
(
北
秋
田
郡
)

岩
館
･本
館
(
両
本
部
)

丸
館
(鹿
角
郡
)

0

0

柳
舘

館
ノ
下
(
河
遊
郡
)

本
館
(
仙
北
郡
)

花
館
･寺
舘
尻
引
(
仙
北
郡
)

周
舘
(仙
北
郡
)

赤
館
(能
代
港
町
内
)

を
の
地
名
の
意
義
は
､
賓
際

三
九
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節
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舎

L/′t主事,, 1

1:50000(花輪)

第二問

1:50000(刈利野)

の
地
形
と

一
致
せ
る
場
合
が
多
い
｡
但
し
空
7
在
る
語

は
普
通
名
詞
と
し
て
は
現
在
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
覆
い
か
ら

若
し
79
此
の
純
粋
地
形
語
と
し
て
の
磯
薫
の
み
に
解
す

る
阻
み
'
舘
宋
落
名
の
鹿

立
は
､
可
を
-
ii=
い
時
代
に

属
せ
る
も
の
と
見
老
け
れ
ば
な
ら
老
い
｡
か
-
v
p
舘

の
文
字
は
拘
泥
し
勝
ち
を
我
々
は
館
名
衆
罫
の
流
用
を

次
の
如
-
ほ
簡
明
す
る
で
あ
ら
う
｡
凡
そ
東
北
適
境
の

開
磯
は
'

一
ほ
武
力
を
先
駆
と
す
可
二

一
に
低
温
を

嘆
け
ね
高
燥
地
定
住
を
捨
石
と
す
可
き
事
は
推
断
し
て

裸
-
な
い
｡
即
ち
我
々
は
奈
良
朝
以
降
'
兼
北
拓
殖
の

景
相
と
し
て
'
毒
地
上
に
散
在
せ
る
屯
m
式
栄
罫
を
想

像
し
解
る
｡
こ
の
時
､
方
言
に
し
て
既
成
地
名
ね
-
し

タ
チ
J
J.
中
央
文
献
に
記
載
n
れ
ね
舘

(
邸
宅
と
L
ttJ

叩i

の
)
と
の
金

一
は
t
か
の
y
p
と

城

と
は
敷
け
る
如
き

鱒
二
鍵

三

ハ

灼

0

現
象
と
し
て
成
立
し
た
の
で
は
無
か
ら
う
か
G
中
世
以

凍
武
士
の
居
邸
若
し
-
は
庸
邑
と
し
で
の
舘
が
流
用
さ

れ
確
立
ruれ
p
群
雄
軍
覇

｡
封
建
成
立
に
魔
じ
て
'
湛

抑
た
る
舘
名
栗
蕗
の
槍
加
を
酷
典
し
た
で
あ
ら
う
｡
換

言
す
れ
ば
'
空
デ
の
語
源
は
地
形
に
輔
L
を
が
ら
､
館

名
栗
群
は
長
さ
歴
史
の
中
は
'
歴
史
的
意
義
を
も
探
る

ほ
至
つ
ね
の
で
あ
る
｡
そ
の
間
､
地
名
の
地
形
に
封
す

る
適
否
は
よ
る
自
然
陶
汰
や
'
倦
散
の
附
加
が
行
は
れ

或
は
新
田
宋
蕗
の
形
成

｡
繋
罫
の
移
碑

･
廟
立
も
あ
っ

た
と
瓜
は
れ
る
｡
去
ふ
迄
も
な
い
が
､
何
れ
の
節
平
に

限
ら
ず
'
今
日
の
村
名
は
､
単

一
宋
落
名
で
は
な
い
か

ら
'
そ
の
語
源
の
国
英
考
察
は
償
億
少
い
｡

3
'
舘
名
栗
簿
の
分
鯖

朱
落
名
を
其
の
語
草
の
意
味
に
よ
っ
て
､
分
類
す
る

串
は
､
亦

一
つ
の
発
生
史
的
考
察
に
封
す
る
手
腰
少
で

あ
ら
う
｡
館
名
栗
蕗
は
於
で
､
か
J
る
分
類
を
試
る
怒

ら
ば
､
如
上
の
歴
史
的
鯛
滞
封
地
形
的
解
樺
の
閉
篭
に

輿

へ
ら
れ
る
暗
示
は
多
少
典
期
待
し
科
よ
う
｡

㈲
軍
に
館
の
み
を
地
名
と
せ
る
も
の

ttl1-も
P,-
l
･J
II…
.1
-
-

･
･
-.I･-I-㌔----1-
､



舘
と
柄
さ
れ
る
楽
淋
名
は
､
陸
中
囲
(岩
手
郡

)･陸

前
囲
(
玉
造
郡
)
･周
囲
(
本
旨
郡
)
･
羽
後
(
由
利
)
･

同囲

(
仙
北
)
ふ
石
代
(
安
達
)
｡同
囲
(安
積
)
･越
中
(
閣
砺
波
)
｡

能
登
(
羽
咋
)
･同
闘
(鳳
至
)
･
加
賀
(
石
川
)
･
北
海
道
渡

島
の
各
地
に
其
の
例
が
あ
-
､
村
名
も
陸
奥
囲
三
月
郡

に
見
ら
れ
る
｡
そ
の
他
羽
後
(仙
北
)
の
飴
郷
或
は
越
中

(婦
負
)
の
舘
本
郷
も
之
に
赦
す
可
-
､
史
的
意
義
を
衷

示
せ
る
も
の
に
能
登
(
羽
咋
)
･磐
城
(
関
村
)
の
御
舘
･及

び
陸
奥
(
二
月
)
･
筑
前
(遠
賀
)
の
館
屋
敷
が
あ
る
｡

稲
井
苗
橋
南
に
あ
る
舘
町
は
ヤ
カ
タ
と
誼
み
､
明
治
改

正
の
新
町
名
で
あ
る
か
ら
､
を
の
性
質
を
典
に
す
る
｡

㈲
大
小
を
附
す
る
79
の

大
館
と
栴
さ
れ
る
朱
蕗
は
可
な
り
多
-
､
館
衆
群
基

園
地
に
在
る
の
む
普
通
と
す
る
｡
大
館
町
は
米
代
川
と

そ
の
支
流
長
木
川
と
の
間
の
洪
積
萎
地
上
に
位
置
し
､

標
式
的
ク
チ
地
形
聖
不
す
｡
此
の
地
名
の
成
立
年
代
は

知
る
由
も
な

い
が
'
中
世
以
前
よ
わ
此
の
形
勝
の
地
が

城
塞
と
し
て
の
位
鰐
む
提
供
し
て
ゐ
食
事
だ
け
は
都
賓

で
あ
る
｡
そ
の
他
陸
奥
(
四
津
暁
)
･同
闘
(
三
月

)･羽
後

i.a

名

雅

箔

1 :50000 (大館)
現 在 の 沖 耕 地 とま紺白紙而たる誠地
と の 7,t紬 iは 十 乃 卦 卜洗米あるO

(
雄
勝
Y

同

期

(
角

間

川

町

内

)
°
上

野

(
屋

島

町

内

)
の

大

館
､
陸
中
(下
閉

伊

)
の

酉

大

館

及

び

羽

後

(
飽

海

)
の

大

柿
が
あ

る
｡
小
館
は

陸

奥

(
兼

津

軽

)
･
羽

後

(
仙

北

)
･
越

後
(
北
蒲
原
)
の
各
地
に
散

見

す

る

｡

回
位
置
を
衷
は
す

語

を

附

せ

る

も

の

先
づ
方
位
に
よ

る

も

の

で

は

兼
館
-
磐

城

(
東

m

)
及

岩

代

(
耶

麻

)

酉
舘
-

･
北

海

道

稲

山

町

内

商
館

-

越

後

(
北

蒲

原

)

北
館

-

羽

後

(
由

利

)

一
芯



地

球

第

二
十
六
番

次
に
上
下
は
よ
る
も
の

上
舘
･･･陸
中
(
九
戸

)･越
後
(
北
滞
原
)
･
越
中
(中

新
川
)
｡加
賀
(能
美
)

下
館
-
鹿

陛
下
蘭
町

羽
後
(南
秋
田

)南
開
(
由

利
)

中
舘
･･鹿

奥
(
西
津
軽
)
･羽
後
(
由
利

)鹿
陸

(輿

壁
)
･北
海
道
(檎
山
)

中
楯
･
･甲
斐

(
申

立
塵
)

更
は
､
閉
館
(陸
奥
p
兼
津
塵
)
･角
館
(
羽
後
仙
北

)｡

内
鮪
(
羽
後
雄
勝
)
･
遜
館
(
越
後
三
保
市
)等
も
此
の
類

型
に
属
す
る
が
､
何
れ
も
語
義
の
性
栗
上
'
由

名
宋
蕗

の
基
囲
地
域
に
位
置
せ
る
事
は
皆
然
で
あ
る
｡

刷
新
嘗
を
附
す
る
も
の

古
館
は
陸
奥
(兼
津
軽
)
｡陸
中
〔紫
波
及
腰
樺
)
･御
後

(
仙
北
)
｡
羽
前
(兼
村
山
)
･
岩
代
(
北
食
津
及
郡
山
市
)
｡

越
中
(
西
砺
波
)
･常
陸
(筑
波

)･上
野
(邑
楽
)
の
各
地
に

夫
々
指
摘
し
程
.
伊
勢
亀
山
町
に
は
哲
舘
の
大
学
名
が

あ
る
｡
羽
後
(
由
利
及
北
秋
田
｢
十
二
新
町
｣
)
の
元
館
及

び
同
囲
(
山
本
)
の
本
館
'
羽
前
(塞
河
江
町
)
の
本
館
も

第

二
批

17(

四

二

之
に
頻
属
す
る
｡

新
館
は
陸
奥
(南
津
軽
･上
北
及
三
月
)
･羽
後

(
北
秋

田
)
･磐
城
(
田
村
及
相
馬
)
嘉

代
(
北
骨
津
及
河
沼
)
･越

徳
(
北
蒲
原
)等
ほ
於
で
見
出
n
れ
る
｡

是
等
新
嘗
の
名

稗
は
'
館
栗
罫
の
槍
加
を
記
念
す
る
79
の
で
あ
さ
､
特

に
新
館
の
如
き
新
田
閥
務
に
よ
る
村
f.*
で
は
'
空
7
地

形
そ
の
も
の
と
は
交
渉
の
無

い
も
の
も
あ
る
｡
越
中

(

西
砺
波
)
の
館
新
の
如
き
､
最
も
新
鮮
な
る
村
落
名
で

あ
る
○

伺
他
の
地
形
語
を
附
帯
せ
る
79
の

山
館
と
平
舘
と
は
'
そ
の
所
在
地
形
を
衷
示
せ
る
館

名
栗
路
で
は
最
も
普
通
の
も
の
で
､
著
し
是
等
の
衆
蕗

A
-歴
史
的
(
即
ち
武
士
居
邸
と
し
て
の
)教
生
に
解
す
る

を
ら
ば
'
此
の
雨
着
の
封
立
は
'
城
郭
に
於
る
山
城
平

城
の
慣
別
と
そ
の
軌
を

一
に
す
る
｡
羽
後
(
北
秋
田
)
の

山
館
･及
び
同
問
(
飽
海
)
の
山
楯
'
陸
奥
(尭
津
軽
)
･陸

中
(岩
手
)
･
陸
前
(栗
原
)
の
各
平
舘
は
､
そ
の
例
で
あ

る
が
'
を
の
地
形
は
必
ず
し
79
明
瞭
夜
勤
照
覧
ホ
し
て

は
ゐ
夜

5,｡
沼
館
と
呼
ば
れ
る
緊
罫
は
､
羽
後
の
沼
館



町
を
始
め
､
陸
奥
(
三
ti
･尭
津
糎
及
西
津
軽

)･羽
後

(

北
秋
田
〕
等
は
見
え
る
が
'
何
れ
753沖
積
卒

以
上
は
位

姉四
園

1:50000(伐紳)

御拘川畔 の低 平なl三l然拙

防Jlにイさ'l:配 してゐる｡

I.(･T)

置してゐる｡青田博士によれば､山飴･平舘と朝並んで利用ruれた要事の1であ-､後三年役に消牒氏の櫨つね沼銅も是であらうと｡沖鞘と呼ばれるものも山鹿珠を離れた平頂内に在る｡陸奥(来津椎及甫津梗)･越後(北浦脱)にその例がある｡をの一他山舘に赦す可き南開は陸奥(南
津軽)｡陸中(上閉伊)｡陸前(名取)に指摘され､をの所在地を表はす洛簡(陸奥東津軽)或はその形状堅ポした丸舘(陸中鹿角)･閲館(陸中岩手)･

抑名堀措

伏
鮪
(陸
中
九
月

)･切
鮪
(岩
代
岩
瀬
)
が
瀞
げ
縛
る
｡

館
の
下
は
他
の
,地
形
語
を
附
し
た
も
の
で
は
､
館
山

と
館
野
が
最
も
多

い
｡
館
山
は
陸
奥
(覇
津
軽
)
･
羽
前

(
光
輝
市
)
｡磐
城
(伊
具
)
･加
賀
(石
川
)
及
び
安
房
に
見

受
け
ら
れ

'
同
型
の
楯
岡
は
陸
奥
(
両
津
穫
)
･陸
中
(莱

磐
井
)
･
羽
後
(南
秋
田
)
･
岩
代
(岩
瀬
)
は
拾
以
解
る
｡

御
前
で
は
楯
山
(東
村
山
)
･
楯
岡
町
は
作
-
'
遠
-
伊

嚢
に
も
楯
岡
在
る
大
字
が
あ
る
.
館
野
は
岩
代
(安
達
)

越
後
(
閥
蒲
原
)
･
朋
後
(
由
利
)等
ほ
例
示
誤
れ
る
ほ
過

ぎ
な

い
が
､
同
意
轟
と
解
す
可
き
東
野
は
頗
る
多
-
～

共
に
洪
積
姦
地
上
に
立
地
す
る
を
普
通
と
す
る
.
舘
原

(岩
代
耶
麻
)
･
舘
樺
(
北
海
道
檎
山
)
の
如
き
も
あ
る
｡

地
性
を
ホ
す
語
を
持
つ
も
の
に
'
岩
館

と
土
舘
と
が

あ
上

陸
奥
(
二
月
及
南
津
軽
)
･
羽
後
(
川
本
及
由
利
)

に
前
者
を
陸
中
(紫
波
)
･
羽
後
(
雄
勝
)
は
後
者
を
奉
げ

1:50000(岩イ析)
四川.羽と榊
軽とを締
三ぶ脂搾油の嬰街

段旗下に漁村(鰭
堀描)があt),段
rI二上の退路に村村
新米箔が辿るD



地

蛇

管

宇

六
番

得
る
が
､
何
れ
も
其
の
賓
際
の
景
観
は
臆
じ
て
ゐ
る
｡

S
舘
を
娃
介
J
JL
で
衆
群
の
位
置
地
形
を
ボ
せ
る
も

の

孝

ア
の
地
形
を
教
も
よ
-
垂

不
す
る
に
通
皆
夜
地
名

に
舘
ノ
下

･
舘
越
が
あ
る
｡
舘
ノ
下
は
段
崖
下
は
偉
粧

し
て
ゐ
る
O
陸
中
(
江
刺
及
東
磐
井
)
･陸
前
(
玉
造
)
｡羽

徳
(河
過
渡
山
本
)
は
そ
の
例
を
得
る
が
'
北
海
道
楯
山

郡
の
舘
下
は
歴
史
的
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
同
型
の

舘
前
は
陸
奥
(
閣
津
軽
)
｡爾
後
(
由
利
品

北
及
平
鹿
)
の

各
地
に
見
え
る
O

第 七 間 第 六 閲

爵

1:5CIOOO(五城目) 1:50000(能代)

舘
越
は
道
路
が
空
7

を
横
切
る
地
鮎
に
あ
-

即
ち

一
の
峠
栄
蕗
で
あ

る
｡
羽
後
(粛
欣
田
)
･

陸
前
(名
取
)
･岩
代
(伊

逮
)
に
之
が
見
ら
れ
､
･

陸
中
〔岩
手
)
｡越
後
(岩

船
｢村
名
｣
)
で
は
館
腰

と
藩
か
れ
'
陸
奥

(
北

節
二
雛

三

〇

糊

糾

津
軽
)
に
は
館
野
腰
在
る
大
学
名
も
あ
る
.
此
の
他
､

舘
迫
(陸
中
制
警

･
飴
鼎
(岩
代
大
沼
)
･楯
岡
(能
茸
羽

咋
)
･館
内
(
信
濃
北
安
曇
)
の
如
き
が
あ
る
0

励腫
物
名
を
附
し
た
も
の

陸
奥
(
三
月
及
南
津
軽
)
･
陸
中
(角
庇

)･術
後
(
北
秋

田
)
の
各
地
に
於
飴
在
る
衆
落
あ
わ
､

内
前
二
者
は
夫

々
杉
舘
と
近
-
封
宜
し
で
ゐ
る
｡
華
館

(陸
奥
中
津
軽

及
羽
後
北
秋
田

)･胡
桃
館
(陸
奥
北
津
軽
)
･柳
舘
(
羽
後

河
遊
)
の
如
き

も
あ
る
が
､
何
れ
も
空
7
上
の
自
然
亜

生
を
指
示
せ
る
が
故
は
'
近
世
城
郭
は
於
け
る
楼
･撃

等
の
雅
名
と
は
性
質
を
輿
に
す
る
｡
但
し
陸
奥
南
津
軽

の
竹
舘
は
唐
竹

･
沖
飴
の
主
要
村
落
に
よ
る
新
村
名
で

め
-Th
t
羽
後
(
仙
北
)
の
花
館

･
周
囲
(
北
秋
田
)小
館
花

の
花
は
鼎
と
解
し
た
方
が
､
日
蝕
は
遭
っ
て
ゐ
る
｡
上

野
の
館
林
乃
至
陸
奥
(南
津
軽
)
の
館
円

･
加
賀

能
美
)

の
舘
畑
｢
村
名
｣
は
夫
々
の
景
観
上
の
命
名
で
あ
ら
う
｡

動
物
名
を
附
し
た
も
の
は
少
-
､
牛
舘

(陸
奥
兼
津

檀
)
痘

舘
(陸
前
玉
造
)が
あ
る
は
過
ぎ
を

い
｡

㈲
其
の
他
の
舘
名
衆
群



ツ
キ
メ
テ
と
云
ふ
の
は
非
常
に
多

い
｡

ツ
キ
は
築
山
･

築
地
の
ツ
キ
と
同
じ
意
味
だ
ら
う
か
.
陸
中
(東
磐
井
)

陸
前
(
栗
原
)
の
各
築
舘
町
を
始
め
､
陸
奥
(
西
津
軽
)
羽

徳
(
由
利
)
の
築
館
､
陸
奥
(尭
津
軽
)
の
築
木
舘
'
或
は

陸
奥
(
二
月
)
｡
岩
代
(
伊
達
)
の
月
館
乃
糞
羽
前
(最
上
)

の
月
楯
は
す
べ
て
其
の
例
で
あ
る
｡

以
上
の
舘
党
群
名
が
大
鰻
に
於
で
'
簡
単
で
'
自
然

聴
蕉
的
で
､
瓶
型
の
多

い
の
は
反
し

て､
次
に
畢
げ
る

も
の
は
､
胴
輝
も
困
難
で
あ
わ
'
類

型も
少

い
｡
北
づ

二
ヶ
所
以
上
は
温
め
科
ね
者
で
は
､
葡
鶴

(陸
奥
兼
津

畔
及
羽
後
北
秋
田
)'亦
舘
(
羽
後
大
鞘
町
及
能
代
港
町
)

舘
市
(陸
奥
三
月
放
陸
中
下
閉
伊
)
の
三
つ
で
あ
る
Q
そ

の
他
で
は
陸
奥
の
天
間
舘
(
上
北
)､
附
合
舘
･減
舘
･八
也

幡
鮎
(
何
れ
も
南
津
軽
).
羽
後
の
圃
舘
(仙
北
)
･

妹

尾

鞘
(
北
釈
m
)'
越
中
の
弓
鮎
(
中
新
川
)'
常
陸
の
闘
舘

(異
壁
)等

を
拾
以
得
る
が
'
故
は
少

い
｡
史
に
附
近
の

或
は
所
在
地
の
､
他
の
地
名
を
冠
せ
る
筋
二
次
的
な
舘

名
柴
蕗
で
は
越
中
の
水
椅
舘
(
中
新
川
)
､
陸
中
の
晴
山

舘
迫
(
利
賀
)が
あ
る
｡

抑

右
裾

純

以
上
著
;i
･
の
貸
倒
は
よ
っ
て
排
解
さ
れ
る
加
-
､
翻

名
栗
終
に
於
け
る
舘

へ
の
附
雅
語
に
つ
い
Y
は

1
㌧
直
観
的
で
簡
箪
夜
事

2
'
問
語
と
絡
め
和
べ
き
革

3
､
新
嘗
上
下
'
東
西
等
の
封
術
語
が
多

い
轟

4
'
粂
鰭
と
し
て
､
廠
め
て
壁
化
の
少

い
事
等

の
諸
相
が
考

へ
ら
れ
る
｡

1:50000(1fJ抑)

御物川の支流玉川とその支流

柿木内川の食油鮎の襲割 也を

パめ,宙水家族の多 くIlはLる

肝である｡

4
､
結

吾71tlEE

舘
の
字
が
つ
い
て
､

之

を

タ

チ
と

葡

ひ

敦

蕗

を

舘

名

集
落
と
し
な
が

'
等

し
-

タ

テ
と
呼

ば

れ

る

衆

落

名

が

他
に
あ
る
か
ら

､

澱

後

に
之

に

つ

い
て

一
言

す

る

｡

三

1

E
T.i



地

球

飾
二
十
六
春

立
の
文
字
が
つ
き
'
タ
デ
と
訓
す
る
地
名
が
あ
る
｡

就
中
立
野
と
云
ふ
の
は
､
地
形
上
か
ら
云
っ
て
濃
も
舘

名
緊
蕗
の
鼻
形
(
即
ち
舘
野
の
塵
化
)
と
見
な
し
縛
る
も

の
で
あ
る
｡
越
中
砺
波
平
野
の
南
緯
に
は
立
野
ケ
原
在

る
洪
積
姦
地
が
あ
-
'
金
棒
市
に
も
小
立
野
な
る
開
析

さ
れ
た
墓
地
が
あ
る
｡
後
者
に
つ
5,で
'
鵜
の
尾
の
記

(
巻
二
)
に
は

｢
此
地
形
は
iJ
迫
-
､
竪
長

さ
を
以
て
小

立
野
と
云
ふ
と
云
ふ
｣
と
あ
る
が
'
小
は
寧
ろ
､
第
二

次
的
な
接
頭
語
で
あ
ら
う
｡
陸
奥
(兼
津
軽
)
に
も
小
立

野
の
大
学
名
あ
わ
､
そ
の
他
､
上
組
(
柿
崎
町
)
｡
下
線

(
香
取

)｡甲
斐
(
北
都
留
)
･
伊
豆
(賀
茂
及
四
方
)
･
遠
江

(磐
田

及醜
名
)
･美
濃
(
梅
津
)
･伊
勢
(飯
南
)
･
大
和
(捷

駒
｡高
市
及
吉
野
)
｡但
馬
(
城
崎
及
朝
雄
)
･周
防
(熊
毛
)

土
佐
(
長
岡
)
･筑
後
(
八
女
)･肥
後
(
菊
池
)等
'
金
岡
到

る
朗
に
之
を
見
る
｡
此
の
他
'
前
節
は
奉
げ
た
飴
名
衆

落
と
音
を
同
じ
う
す
る
者
を
二
･三
示
せ
ば
'
陸
中
(
下

閉
伊
)
の
立
腹
'
甲
斐
(南
宜
座
)
の
本
建
､
上
野

(
舵

甘
楽
)
の
古
立
'
三
河
(商
加
茂
)
の
御
立
も
美
潰

(
那

上
)
の
切
立
等
が
あ
-
､
何
れ
も
舘
名
栗
群
の
顔
形
と

夢
二
舵

三
二

四
六

見
程
る
｡

又
'
折
立
と
云
ふ
地
名
は
下
線
(
千
韮
)
･
越

前
(
足
羽
)
･蓑
鎖
(
謂
韮
)
･大
和
(
富
野
)
の
山
間
は
見
ら

れ
'
挨
谷
間
の
絶
壁
を
意
味
す
る
ら
し
い
か
ら
'
意
義

は
館
で
あ
る
｡
信
濃
於
本
市
に
近

さ
島
立
に
も
邸
宅
史

俺
が
春
し
､
前
掲
筑
前
(遠
賀
)
の
舘
屋
敷
も

一
に
立
屋

敷
と
記
し
'
又
他
面
か
ら
の
館
名
衆
落
と
立
名
衆
蕗
と

の
闘
聯
慮
衣
を
膳
示
し
て
ゐ
る
｡

竪
の
つ
-
衷
静
は
少

い
｡
金
輝
･甲
府
･姫
路
等
の
都

市
に
於
け
る
竪
町
は
'
方
向
は
附
せ
る
者
で
'
金
-
刺

の
意
義
を
も
っ
て
ゐ
る
.

と
も
あ
れ
'
碑
名
衆
蕗
の
分
布
は
'
大
健
に
放
て
東

北
に
限
ら
れ
､
そ
の
酉
蓮
を
敢
て
求
め
る
在
ら
ば
､
日

本
海
岸
は
於

ては
越
中

｡
能
登
.
太
平
洋
側
ほ
て
は
靭

束
平
野
で
あ
ら
う
｡
而
し

て､
前
述
せ
る
如
-
､
か
ゝ

る
楽
静
名
の
生
成
は
'
柳
田
先
生
の
散
か
る
し
､
地
形

的
用
語
に
因
る
と
考

へ
る
の
む
妥
常
と
す
る
が
､
従
雄

の
如
き
武
士
邸
宅
に
囲
ら
ん
と
す
る
考

へ
方
も
必
ず
し

も
否
定
し
錐

い
｡

叉
､
新
田
開
敬
に
よ
る
栄
群
の
槍
加
や
､
単
な
る
地



名
の
流
用
性
乃
東
は
町
村
制
の
教
職
窮
,p
あ
る
か
ら
･

地
形
と
無
関
係
夜
舘
名
緊
蕗
も
埼
加
し
た
で
あ
ら
う
O

夫
は
あ
た
か
も
武
士
居
館
の
俸
龍
が
必
ず
し
も
信
用
す

る
に
足
-
な

い
の
と
同
じ
-
'
ク
テ
の
地
形
的
梅
坪
も

何
虞
で
で
も
成
立
し
難

い
事
は
在
る
｡
聾
者
の
寡
聞
に

よ
れ
ば
'
現
在
で
は
一
夕
テ
｣
と
云
ふ
言
葉
が
東
北
ほ
て

も
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
か
ら
､
嘱
､
残
さ
れ
る
革
は

多
数
を
以
て
す
る
踊
納
の
み
で
あ
る
.
宴
は
個
々
の
衆

落
名
成
立
の
由
衆
と
'
を
の
語
源
そ
の
者
の
解
秤
と
は

別
個
の
問
題
で
あ
る
｡
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円
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秋
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史
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t
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秋
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嚇
郷
土
誌

虎
杖
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5
'
二
三
の
例

を

あ
げ
れ

ば
随
奥
凶
上
北
那
浦
野
餌
村
は
'
上
野
｡
新

館
･
大
前Ii
の
三
非
終
銘
に
ょ
り
'同
閥
南
沖
細
部
･:.･=
ノ
水
飴
村
は

欝
柳
･
水
木
｡綿
肺

の
三
次
絡
省
に
よ
り
'
同
郷
竹
翻
村
は
牌
竹
｡

沖
館
の
二
経
絡
名
に
よ
っ
て
､
新
造
さ
れ
た
村
名
で
あ
り
､
調

練
北
林
川
部
に
於
て
大
仰
町
と
淵を
放
せ
る
光
僻
村
及
び
関
節
村

は
夫
々
J正
賓
米
紡
新
仰
及
び
解
館
を
中
心
と
せ
る
封
桝
的
新
村

名
で
あ
る
｡

江
州

信

楽

焼

の
立

地
的

観

察

(
≡
)

杉

L

精

一

州

資

本

日
本
の
各
地
方
の
陶
業
地
を
見
る
ほ
､
多
-
は
伸
男

江
川
併
発
燐
の
立
地
的
粗
筋

人
が
優
勢
で
製
造
家
は
家
業
の
保
程
を
握
ら
れ
て
ゐ
る

た
め
､
利
益
は
多
-
仲
買
人
は
奪
は
れ
､
賓
に
静
働
力
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